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第３０回塙町産業祭
「笑顔つなげる会」が交流会を開催

有村明希子さん３年間の任期を終えて

「ツール・ド・はなわ」「ポタリングはなわ」

2019

風となって駆け抜ける
 ツール・ド・ふくしまの最終戦「ツール・ド・はなわ」
が、１１⽉１７⽇（⽇）に開催されました。前⽇には「ポ
タリングはなわ」も開催され、２⽇間にわたりサイクリ
ストが湯遊ランドはなわ周辺のコースを⾵となって駆け
抜けました。（関連１４・１５ページ）

広報 あなたと
町をつな

ぐ情報誌



【大活躍のあかつさん】

いわき市出身の相撲芸人「あか

つ」さんが、第 30 回塙町産業

祭のスペシャルゲストとして登

場。ステージイベントでは、持

ちネタやトークはもちろん、小

学生と一緒にネタを披露し、観

客を笑いの渦に。大飯食い競争

にもエントリーしたり、水上俵

引き競争のスターターを務めた

りするなど、寒さをもろともし

ないパフォーマンスで、一日中

大活躍のあかつさんでした。

ステージイベントトップバッターのよさこい

踊り（奥州ずっこけ隊）。雨の不安を吹き飛ば

すほどの笑顔がはじけます

つなげよう
人の輪 花の輪 感謝の輪

第３０回塙町産業祭
　町の一大イベント「第 30 回塙町産業祭」が、今年も 11 月

23 日（土）勤労感謝の日に塙小学校で盛大に開催されました。

会場には約 70 の露店が建ち並び、ステージでは吹奏楽や和太

鼓の演奏をはじめ、よさこい踊り、大飯食い競争などが行われ

ました。今年は、ラジオ福島の手塚アナとナッコちゃんが総合

司会を担当。いわき市出身の相撲芸人「あかつ」さんも登場し、

会場を盛り上げていました。さらに、まるで塙町の空を飛んで

いるような体験ができる「ハンググライダー VR 体験」や塙

町の星空を楽しめるプラネタリウム、県南地域の商工会青年部

によるご当地グルメ対決「S-1 グランプリ」が初開催され、多

くの人でにぎわいました。11 時 30 分からは開会セレモニーが

行われた後、ダリアづくりコンテスト、ダリア写真コンテスト

の表彰式が行われました。体育館では、「Let’s 理科読ショー」

や多方面で好成績を収めている塙工業高校のコーナーが人気と

なりました。雨天を吹き飛ばすほどに大盛り上がりとなった産

業祭。来場者は、塙の一大イベントを存分に楽しんでいました。

【彩りを加える音楽】

（右上から）塙小学校音楽

クラブ、塙工高和太鼓部、

塙中・塙工高・葛飾吹奏楽

団合同演奏、笹原弘法太

鼓、塙祭りばやし保存会が

ステージで息の合った迫力

ある演奏を披露し、産業祭

に彩りを加える音色を奏で

ました。

総合司会を務めたラジオ福島の手塚アナ

㊨とナッコちゃん。軽妙な掛け合いで産

業祭を盛り上げてくれました

制限時間 10 分で５合飯を食べる大飯食い競争。田村

輝彦さん（西郷村）が６分 30 秒で完食しました ハンググライダー VR 体験ダリちゃんも会場に登場。いつも人気者です

S-1 グランプリ優勝の矢祭町商工会青年部 毎年人気の抽選会

 少しでも塙のお祭りを盛り
上げようとこの格好をして、
かれこれ１５、６年になりま
す。産業祭は、この季節の⾵
物詩であり、１年を締めくく

るイベントですね。⼦どもたちの発表もとても
素晴らしいものばかりです。今年は、Ｓ－１グ
ランプリもあり、塙町以外のブースもあってい
ろいろな楽しみ⽅ができました。今後もこう
いったものを増やしていってほしいと思います。

 ⾃分が⼩さいころから楽しん
でいたイベントに、今は⻘年部
として参加し、違った楽しみを
感じています。⾃分の⼦どもも、
毎年とても楽しみにしていま

す。⾃分がそうだったように、今の⼦どもたちに
も、この産業祭を楽しんでほしいし、もっと盛り
上げたいという思いで⼀⽣懸命頑張っています。
今後も、この産業祭を今の⼦どもたちはもちろん、
その先までつないでいきたいですね。

佐藤 功二さん（上渋井） 星 浩章さん（大町）産
業
祭
は
１
年
の
締
め
く
く
り

こ
の
先
も
ず
っ
と
つ
な
い
で
い
き
た
い
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ゴール後の晴れやかな（？）表情

もう限界です…

大勢のお客さんが俵引きを楽しみました

衣装にも力を入れる仮装の部

俵を押しながら地道にゴールへ

仮装の部はパフォーマンスも大事 折り返しを過ぎてからが勝負！ もうひとふんばり

号砲とともに一斉にスタートする各チーム。

水しぶきをあげながら優勝目指して冬の久慈川を激走します

寒さをもろともせず笑顔で走ります

第２９回塙代官カップ！

⽔上俵引き競争
　塙町産業祭の名物イベントである「第 29 回塙代官カップ！水

上俵引き競争」が塙小学校東側の久慈川で行われました。今年は、

メインレースに８チーム、女性の部に４チーム、仮装の部に４チー

ムの合計 16 チームが出場。１チーム４人編成で、３つの俵が乗っ

たイカダ（約 65 ㌔）を引くレース。メインの部は 100 ｍ、女性

と仮装の部は 80 ｍのコースで速さを競い、大激走が繰り広げら

れました。優勝を目指し力走する選手のパフォーマンスに、観客

からは拍手や声援が送られていました。

メインの部で３連覇を達成
　　　「シューティングスターα」

 今年の優勝で、３連覇を達成すること
ができました。毎年めちゃくちゃきつい
です。今年はとても⽔が深かったですが、
チームメイトの⼒や仲の良さで優勝する
ことができました。４連覇を⽬指して、
来年も頑張ります！

メンバーの仲の良さが最大の強みです

４2019－12広報広報５ 2019－12

【メインレースの部】

■優　勝：シューティングスターα（塙町）

■準優勝：Golden Age（南相馬市）

■３　位：けいずぷろていん（白河市）

【女性の部】

■優　勝：りなとゆかいななかまたち（白河市）

■準優勝：矢祭ガールズ（塙町）

■３　位：こんどうスペシャル（二本松市）

【仮装の部】

■優　勝：とうほくらばーず（白河市）

■準優勝：塙工業高校柔道部（塙町）

■３　位：team 笹原（塙町）

水上俵引き競争結果



「笑顔つなげる会」がいきいき健康教室と地域サロンの第２回交流会を開催

体を動かし 腹から笑って
カーリンコンで楽しく交流

　

町
内
各
地
で
開
設
さ
れ
て
い
る
「
い
き
い

き
健
康
教
室
」
と
「
地
域
サ
ロ
ン
」
の
第
２

回
交
流
会
が
、
10
月
31
日
（
木
）
に
、
塙
町

営
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

塙
町
生
活
支
援
体
制
整
備
推
進
協
議
会

（
以
下
「
笑
顔
つ
な
げ
る
会
」）
の
主
催
。
笑

顔
つ
な
げ
る
会
は
、
平
成
30
年
２
月
15
日
に

発
足
し
ま
し
た
。
介
護
予
防
、
社
会
参
加
を

重
視
し
、
塙
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
い
き

い
き
ダ
リ
ち
ゃ
ん
の
会
（
介
護
予
防
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）、
塙
町
赤
十
字
奉
仕
団
、
塙
町
民

生
児
童
委
員
協
議
会
、
塙
町
商
工
会
、
塙
町

観
光
協
会
、
塙
町
保
健
推
進
員
、
み
み
ネ
ッ

ト
は
な
わ
（
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）、
塙
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
塙
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
塙
町
健
康
福
祉
課
と
連
携
し
、
住

民
自
ら
が
「
助
け
合
い
・
支
え
合
い
活
動
」

が
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

交
流
会
に
は
、
17
カ
所
の
い
き
い
き
健
康

教
室
・
サ
ロ
ン
か
ら
約
３
５
０
人
が
参
加
し
、

講
演
会
と
し
て
、
快
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
研
究
所

の
安
田
涼
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
笑
っ

て 

こ
こ
ろ
も 

か
ら
だ
も
元
気
!!
」
と
題
し

て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
安
田
さ
ん
は
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
ラ
フ
タ
ー

ヨ
ガ
（
笑
い
ヨ
ガ
）
認
定
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
「
笑
う
と
血
流
が
良
く

な
り
、
健
康
に
も
効
果
が
あ
る
。
毎
日
た
く

さ
ん
笑
っ
て
、
た
く
さ
ん
酸
素
を
取
り
込
ん

で
元
気
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、

自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る
運
動
を
紹
介
し
な

が
ら
、
笑
い
の
絶
え
な
い
講
演
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

腹
か
ら
笑
っ
た
講
演
会
の
後
は
、
チ
ー
ム

対
抗
の
カ
ー
リ
ン
コ
ン
大
会
。
保
住
文
子
さ

ん
（
西
河
内
あ
じ
さ
い
サ
ロ
ン
）
が
力
強
く

選
手
宣
誓
を
行
い
、
こ
の
日
、
出
場
選
手
の

中
で
最
高
齢
者
の
鈴
木
ヨ
ネ
さ
ん
（
94
歳
・

水
元
げ
ん
き
サ
ロ
ン
）
が
見
事
な
始
球
式
を

行
い
ま
し
た
。
45
チ
ー
ム
対
抗
と
な
っ
た

カ
ー
リ
ン
コ
ン
大
会
は
、
各
チ
ー
ム
と
も
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
白
熱
し
た
戦
い
と
な

り
ま
し
た
。
優
勝
は
、
台
宿
い
き
い
き
健
康

教
室
Ａ
、
準
優
勝
は
真
名
畑
い
き
い
き
健
康

教
室
Ａ
、
３
位
が
伊
香
サ
ロ
ン
Ｄ
と
な
り
、

地
元
材
で
作
っ
た
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

笑
顔
つ
な
げ
る
会
で
は
、
今
後
も
元
気
な

高
齢
者
を
増
や
す
た
め
、
関
係
団
体
と
協
力

し
な
が
ら
、
住
民
主
体
の
「
助
け
合
い
・
支

え
合
い
活
動
」
を
推
進
し
、
豊
か
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【写真㊧】安田涼子さん㊧の講演では、声を出して笑

うことの大切さや自宅でできる簡単な運動などを楽し

く学ぶことができました

講
演
は
笑
い
と
笑
顔
が
絶
え
ず
、
参
加
者
は
体
を

動
か
し
な
が
ら
楽
し
く
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た

参加者最高齢で始球式を務めた
鈴木ヨネさん（94 歳・水元げんきサロン）

 この⽇のために２回ほどカーリンコンの練
習をしました。始球式はとても緊張しました
が、うまくいって良かったです。この年齢で
サロンに通ったり、みんなと集まってカーリ
ンコンができたりして、とても⾯⽩いし、最
⾼です。

【写真㊤】選手宣誓をする保住文

子さん（西河内あじさいサロン）

【写真㊧】白熱したチーム対抗カー

リンコン大会。各チームともいき

いき健康教室やサロンでの練習の

成果を存分に発揮し、充実した時

間を過ごしました。なお、いきい

きダリちゃんの会（介護予防ボラ

ンティア）や老人クラブの会員が

大会スタッフとして活躍しました

 平成３０年２⽉１５⽇に発⾜した
「塙町⽣活⽀援体制整備推進協議会」
の【愛称】です。暮らし⽅が変化す
る中で、⾼齢者が住み慣れた地域で、
できる限り暮らしていくには、地域
での「お互いさま・助け合い」が重
要となってきています。笑顔つなげ
る会では、塙町⽼⼈クラブ連合会、
いきいきダリちゃんの会（介護予防
ボランティア）、塙町⾚⼗字奉仕団、
塙町⺠⽣児童委員協議会、塙町商⼯
会、塙町観光協会、塙町保健推進員、
みみネットはなわ（傾聴ボランティ
ア）、塙町地域包括⽀援センター、
塙町社会福祉協議会、塙町健康福祉
課と連携しながら、住⺠⾃らが主体
となって取り組む「助け合い・⽀え
合い活動」を推進し、⾼齢者が元気
に過ごしやすい地域づくりを⽬指し
て活動しています。

「笑顔つなげる会」ってなに？

高齢者が元気に過ごしやすい

地域づくりを目指します

■
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の
開
催

６2019－12広報
広報７ 2019－12



　

12
月
に
入
り
、
だ
ん
だ
ん
寒
さ
も
本
格

化
し
て
き
ま
し
た
ね
。
皆
さ
ま
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
年
も
残
す
と

こ
ろ
あ
と
１
か
月
。
今
年
も
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
、
有
村
明
希
子

は
11
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
、
３
年
間
の

塙
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
を
終
了

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
年
間
の
活

動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
感
謝
の
気
持
ち

を
お
伝
え
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

振
り
返
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
の
３
年

間
で
し
た
。
塙
町
に
来
て
初
め
て
見
る
も

の
、
食
べ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
毎

日
が
と
て
も
刺
激
的
で
し
た
。
塙
町
で
仕

事
を
し
て
感
じ
た
一
番
の
素
晴
ら
し
さ

は
、
自
然
の
リ
ズ
ム
を
感
じ
な
が
ら
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ
の
時

期
の
旬
の
食
材
や
植
物
が
身
近
に
あ
り
、

季
節
に
合
わ
せ
た
生
活
の
仕
方
や
イ
ベ
ン

ト
、
町
の
文
化
や
伝
統
を
感
じ
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。
こ
の
豊
か
な
経
験
は
、
と

て
も
貴
重
で
今
後
の
人
生
の
宝
に
な
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
町
の
文
化
や

古
く
か
ら
伝
わ
る
生
活
の
知
恵
を
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
町
の
皆
さ
ん
に
も
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
の
リ
ズ
ム
を
感
じ
な
が
ら
、
自
然

の
優
し
さ
や
恵
み
に
身
を
委
ね
た
一
方

で
、
自
然
の
厳
し
さ
を
感
じ
た
３
年
間
で

も
あ
り
ま
し
た
。
10
月
の
台
風
19
号
を
は

じ
め
、
毎
年
、
災
害
や
異
常
な
暑
さ
と
も

戦
い
な
が
ら
の
ダ
リ
ア
栽
培
で
し
た
。
初

め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
立
ち
止
ま
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々

おこ し
協力隊体験記

地
域

Arimura Akiko

自
然
の
リ
ズ
ム
を
感
じ
な
が
ら

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
た
３
年
間

主に台宿地内の圃場でダリ

アの栽培活動をしていまし

た。きれいなダリアと心強

い仲間に囲まれた３年間で

した。【写真㊤】苦楽を共

にした川村さん㊨【写真下

段】ダリア「天涯」㊧。ダ

リア栽培技術指導員の本多

さん㊨と蛭田さん㊥

元塙町地域おこし協力隊

有村 明希子（ありむら・あきこ）　

平
成
28
年
12
月
１
日
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
出
身
の
有
村
明
希
子
さ
ん

が
塙
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
ま
し
た
。あ
れ
か
ら
３
年
が
経
ち
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
を
終
え
た
彼
女
に
、
着
任
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
町
の
花
「
ダ
リ
ア
」
栽
培
を
と
お
し
て
学
ん
だ
こ
と
、
塙
町

で
の
暮
ら
し
や
今
後
に
つ
い
て
お
伺
い
ま
し
た
。

花
が
咲
い
た
と
き
は

喜
び
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た

の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
だ
ん
だ
ん
と

ダ
リ
ア
栽
培
の
仕
事
に
慣
れ
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
自
然
相
手
の
仕
事
は
、
天
候

や
植
物
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
思
い
が
け

な
く
忙
し
く
な
っ
た
り
、
休
み
が
な
か
な

か
取
れ
な
か
っ
た
り
と
ハ
ー
ド
な
面
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、

芽
吹
い
た
り
花
が
咲
い
た
り
す
る
喜
び

は
、
と
て
も
大
き
な
も
の
で
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
色
と
り
ど
り
の
ダ
リ
ア
た

ち
と
の
出
会
い
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ダ

リ
ア
が
つ
な
い
で
く
れ
た
多
く
の
方
と
の

出
会
い
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ダ
リ
ア

を
き
っ
か
け
に
人
と
出
会
い
、
話
が
広

が
っ
た
り
、
ダ
リ
ア
を
と
お
し
て
自
分
の

気
持
ち
が
伝
わ
っ
た
り
、
相
手
か
ら
何
か

が
伝
わ
っ
た
り
と
、
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
心
に
ダ
リ
ア
が
あ
り
、
そ
の

華
や
か
な
力
を
借
り
な
が
ら
過
ご
し
た
３

年
間
で
し
た
。

　

３
年
前
よ
り
も
さ
ら
に
塙
町
が
好
き
に

な
り
、
ダ
リ
ア
が
好
き
に
な
り
、
植
物
が

好
き
に
な
っ
て
任
期
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
今
、
心
か
ら
自
分
は
幸
せ
者
だ
と
感

じ
ま
す
。
今
後
は
、
引
き
続
き
、
花
や
植

物
に
関
わ
る
仕
事
が
で
き
た
ら
い
い
な
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
３
年
間
、
大
変
あ

り
が
た
い
こ
と
に
「
生
産
」
と
い
う
川
上

の
お
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
今
度
は
「
販
売
や
営
業
」
と
い
う
川

下
の
視
点
か
ら
花
や
植
物
を
見
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
や
り
た
い
こ
と
は
尽
き
ま

せ
ん
が
、
塙
町
を
離
れ
て
も
、
今
後
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
で
塙
町
や
福
島
県
、
そ
し
て

東
北
の
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
・
発
信
で
き
た
ら
嬉

し
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ダ
リ
ア
が
つ
な
い
で
く

れ
た
「
ご
縁
」
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
３
年
間
お
世
話
に
な
っ
た

皆
さ
ま
、
本
当
に
心
か
ら
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
塙
町
に
何
度
も
遊
び
に
来

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
は
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

常
に
中
心
に
は
ダ
リ
ア
が
あ
っ
た

今
後
も
花
や
植
物
に
関
わ
り
た
い

自然のリズムを感じながら生活できた３年間―。コミュ
ニケーションの中心には常に「ダリア」があった。３年
前よりもさらに塙町が好きになり、植物が好きになって
任期を終えることができ、私はとても幸せ者でした。皆
さま、本当にありがとうございました。

台宿で育てたダリア「天涯」が第44回

福島県花き品評会で金賞（農林水産大臣

賞）を受賞しました（㊨は川村さん）
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11
⽉
１
⽇
︵
⾦
︶
に
、
校
内
ミ
ニ

⽂
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
華
道
部

や
電
機
部
、
和
太
⿎
部
な
ど
の
⽂
化

部
の
成
果
発
表
の
後
、
吹
奏
楽
部
と

芸
術
派
遣
事
業
に
よ
り
参
加
い
た
だ

い
た
⻑
⾕
川
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん

と
合
同
演
奏
会
を
⾏
い
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
塙
町
公
⺠
館
に
移

動
し
、
塙
中
学
校
と
の
合
同
芸
術
鑑

賞
教
室
を
実
施
し
、
今
年
度
は
学
校

寄
席
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
⽣
徒
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
緊
張
の
中
に

も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

 

11
⽉
６
⽇
︵
⽔
︶、福
島
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト
構
想
事
業
に
よ

り
、
電
⼦
科
の
⽣
徒
ら
が
国
⽴
研
究

開
発
法
⼈
⽇
本
原
⼦
⼒
研
究
開
発
機

構
︵
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
︶
の
楢
葉
遠
隔
技
術

開
発
セ
ン
タ
ー
を
⾒
学
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
廃
炉
推
進
の
た
め

に
、
遠
隔
操
作
機
器
︵
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
︶
の
開
発
実
証
施
設
と
し
て
整
備

さ
れ
、
研
究
管
理
棟
と
試
験
棟
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。研
究
管
理
棟
は
、

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
、
⾳

響
映
像
設
備
を
備
え
、
試
験
棟
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
性
能
評
価
の
た
め

の
試
験
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。
参

加
し
た
⽣
徒
ら
は
、
こ
れ
ら
の
施
設

の
説
明
を
聞
い
た
後
、
実
際
に
ロ

ボ
ッ
ト
の
操
作
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

 

11
⽉
23
⽇
︵
⼟
︶
に
開
催
さ
れ
た

第
30
回
塙
町
産
業
祭
と
、
郡
⼭
市
で

開
催
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
航
空
宇
宙

フ
ェ
ス
タ
ふ
く
し
ま
２
０
１
９
に
本

校
か
ら
出
展
し
ま
し
た
。

 

塙
町
産
業
祭
で
は
、
⽣
徒
た
ち
が

課
題
研
究
な
ど
で
製
作
し
た
作
品

で
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
航
空
宇

宙
フ
ェ
ス
タ
ふ
く
し
ま
２
０
１
９
で

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
全
国
⼤
会
に
出
場

し
た
チ
ー
ム
が
競
技
を
実
演
し
、
来

場
者
の
皆
さ
ん
は
、
⼯
業
⾼
校
⽣
の

技
術
の
⾼
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

丘光が丘
―福島県⽴塙⼯業⾼等学校だよりー Vol.20

吹奏楽部合同演奏会

ミ
ニ
文
化
祭
と
芸
術
鑑
賞
教
室
開
催

からの

挑戦
◆
判
定
結
果
別
の
対
応
方
法

【
異
常
な
し
】

　

す
べ
て
の
検
査
値
が
基
準
値
内
で
す
。

　

現
時
点
で
は
、異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　

油
断
せ
ず
、
体
に
良
い
健
康
運
動
を
継

　

続
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
要
指
導
】

　

検
査
値
が
軽
度
異
常
で
す
。
自
覚
症
状

　

が
な
く
、
要
指
導
項
目
が
少
な
い
か
ら

　

と
い
っ
て
、
今
ま
で
ど
お
り
の
生
活
を

　

す
る
と
、
症
状
が
悪
化
す
る
可
能
性
が

　

あ
り
ま
す
。
食
事
、
運
動
、
飲
酒
、
喫

　

煙
な
ど
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
必
要

　

で
す
。

【
要
医
療
】

　

必
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
、
検
査
を
受

　

け
内
服
な
ど
の
治
療
が
必
要
か
ど
う
か

　

医
師
の
判
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。「
放

　

置
を
し
な
い
」
こ
と
が
重
症
化
を
防
ぎ

　

ま
す
。
併
せ
て
、
生
活
習
慣
の
見
直
し

　

も
必
要
で
す
。

【
通
院
継
続
】

　

内
服
や
通
院
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
、

　

定
期
的
に
通
院
し
て
く
だ
さ
い
。
検
査

　

値
が
異
常
値
だ
っ
た
場
合
は
、
医
師
に

　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
生
活
習

　

慣
を
見
直
す
こ
と
で
、
効
果
的
な
治
療

　

に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
各
地
区
で
健
康
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

12
月
10
日
（
火
）
か
ら
、
各
地
区
で
健

康
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
血
圧
や
血
糖

値
の
こ
と
や
、
減
塩
の
食
事
が
知
り
た
い

な
ど
、
健
診
の
受
診
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
血
管
年
齢

や
ご
家
庭
の
み
そ
汁
塩
分
濃
度
の
測
定

（
具
な
し
で
お
玉
１
杯
分
持
参
）
も
実
施

し
ま
す
。
健
康
手
帳
を
お
持
ち
に
な
り
、

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
開
催

日
程
な
ど
は
、
回
覧
や
Ｉ
Ｐ
放
送
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
１
年
を
元
気
に
過
ご
す
た

め
、
塩
分
を
控
え
た
り
、
徒
歩
で
移
動
し

た
り
す
る
な
ど
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

体
に
良
い
健
康
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

■
問
い
合
わ
せ
　

　
　
　

健
康
福
祉
課
　

健
康
推
進
係

　
　
　
　
　

☎
（
４
３
）
２
１
１
５

　　

　あくたれ猫のラルフは、クリスマ

スもいたずらばかり。大好きなセイ

ラが、かわいい猫のパーシーを抱っ

こしているのを見ると意地悪ばかり

するけど…。みんなで笑いながら読

みたい絵本です。

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ
に

関
す
る
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
今

月
も
、
そ
の
中
か
ら
一
冊
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し
中
の
場
合
、
予
約

も
で
き
ま
す
。（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

ク
リ
ス
マ
ス
の
本

12 月の
テーマ

「あくたれラルフの
クリスマス」

ジャック･ガントス／作
ニコール･ルーベル／絵
こみや ゆう／訳

（PHP研究所）

●ものがたり

図書館情
報

新 刊 案 内

「樹木希林 120の遺言」

樹木 希林／著
（宝島社）

　生、病、老、人、絆、家、務、死

…。全８章からなる樹木希林さんが

生前残した 120 のメッセージ。長い

人生の中で壁に直面したとき、きっ

とこの本がその壁を乗り越えるヒン

トを与えてくれます。

体からのサインを見逃さないで
健康推進だより

■開館時間 ⽕曜⽇から⼟曜⽇・・・午前１０時から午後７時まで
      ⽇曜⽇・祝⽇  ・・・午前１０時から午後５時まで
■休 館 ⽇ ９⽇（⽉）、１６⽇（⽉）、２３⽇（⽉）
      ※１２⽉２９⽇（⽇）から１⽉４⽇（⼟）は年末年始のため休館します。

【図書館の開館・休館情報（１2 ⽉）】

53

ロボット開発センターで真剣に説明を聞
く塙工高生たち

町
産
業
祭
と
ロ
ボ
ッ
ト
航
空
宇
宙

フ
ェ
ス
タ
ふ
く
し
ま
２
０
１
９
に

出
展
し
ま
し
た

　

町
や
職
場
の
健
診
を
受
診
し
た
方
は
、

健
診
結
果
と
自
身
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、

振
り
返
り
や
見
直
し
は
さ
れ
ま
し
た
か
。

図
１
は
、
町
の
健
診
を
受
診
し
た
18
歳
以

上
の
方
の
結
果
で
す
（
39
歳
以
下
健
診
・

特
定
健
診
・
75
歳
以
上
健
診
／
受
診
者
合

計
　
１
４
１
５
人
）。「
異
常
な
し
」
と
判

定
さ
れ
た
方
は
全
体
の
１
・
９
％
で
し
た
。

‥
図 1　受診者全体の判定結果割合（％）

■男 ■女 ■男女

異常無し 要指導 要医療 通院継続

0.3
3.3 1.9

10.4
13.111.8

61.7

49.4

55.1

27.4

34.1
31

電機部による相撲ロボットの実演

学校寄席での体験コーナー

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
セ
ン
タ
ー
を
見
学

ロボットの遠隔操作にチャレンジする生徒

産業祭では、多くの子どもたちが楽しんでくれました
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１．職員数および任免の状況   
●部門別職員数の状況（平成 31年４月１日現在）

機　関　名 対前年度
増減数 主な増減理由平成２９年度 平成３０年度 平成３1年度

町 長 部 局 ８６人 ８５人 ８４人 △１ 採用3人、退職△４人

議 会 事 務 局 １人 １人 １人
教 育 委 員 会 ２７人 ２６人 ２７人 １ 採用3人、異動△１人、退職△１人

選挙管理委員会 １人 １人 １人
監査委員会事務局 １人 １人 １人
農 業 委 員 会 １人 １人 １人
合 　 計 １１７人 １１５人 １１５人
※職員数は、一般職に属する職員数です。

●職員の採用および退職の状況（平成３０年度）

区　　　分 採　用 退　　　　職
定　年 勧　奨 その他 合　計

一 般 職 ３人 ３人 ０人 ２人 ５人
合 　 計 ３人 ３人 ０人 ２人 ５人

３．職員の給与の状況

●人件費の状況（普通会計）
住民基本台帳人口

平成３１年３月３１日現在 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率
（Ｂ/Ａ）

８，７０２人 ６，１２４，１４８千円 ９２１，２１０千円 1５.０%
※人件費には、特別職に支給される報酬等も含まれています。

●職員給与費の状況（平成３１年度当初予算・普通会計）

区　分 給　与　費
給　料 期末・勤勉手当 その他の手当 計

平成３１年度 ３７９，４２２千円 １５０，６０９千円 ６１，８４７千円 ５９１，８７８千円

●特別職の報酬等の状況（平成３１年４月１日現在）
区　分 報酬月額 期末手当
町　　　長 ７８０，０００円

平成３０年度支給実績
３．３０月分副　町　長 ６２４，０００円

教　育　長 ５８９，０００円
議　　　長 ２７２，０００円

平成３０年度支給実績
３．２０月分副　議　長 ２０６，０００円

議　　　員 １８８，０００円

●職員の平均年齢、平均給料月額および
　平均給与月額の状況（平成３１年４月１日現在）

区　分 一般行政職
平 均 年 齢 ４３歳３月
平 均 給 料 月 額 ３２３，６００円
平 均 給 与 月 額 ３８３，６００円

●初任給および経験年数別・学歴別平均給与月額の状況（平成３１年４月１日現在）
区　分 初任給 経験年数

採用２年経過後 １０年 １５年 ２０年

一 般 行 政 職 大学卒 １８４，９００円 １９６，８００円 ２４８，５００円 ２９３，８００円 ３２６，６００円
高校卒 １５１，９００円 １６０，５００円 ２１８，０００円 ２４８，５００円 ２９３，８００円

２．人事評価の状況

　町では、試行期間を経て平成 28 年度から人事評価制度を導入して、職員
の能力開発、人材育成のツールの一つとして活用し、職員一人ひとりの能力
開発に役立て、職員が能力を最大限に発揮し組織力を高めることで、より良
い行政サービスを町民に提供することとしています。
　能力開発を目的とした「能力考課」と目標管理による組織力向上を目的と
した「業績考課」を実施し、上司と部下の評価面談を行い、評価結果は能力
開発と業務改善につなげます。

●主な手当の種類とその内容

期末・勤勉手当
（一般職）

○期末手当　２．５５月分　　　　　　　　　　　年間４.４０月分を２回に分けて支給します○勤勉手当　１．８５月分  
※役職加算５％～１５％

退 職 手 当
勤続 35年の場合
○自己都合　　３９.７５７５月分
○勧奨・定年　４７．７０９月分

時間外勤務手当 ○平成３０年度支給実績2４，７３１千円
○平成３０年度職員１人当たり平均支給年額　３６９千円

扶 養 手 当
○配偶者・・・６，５００円　
○扶養親族たる子・・・１人につき１０，０００円
　（15歳から 22歳の該当は５，０００円加算）
○扶養親族たる父母等・・・１人につき６，５００円

住 居 手 当 ○借家借間・・・２７，０００円上限

通 勤 手 当
○交通機関などの利用者・・・５５，０００円までは全額、５５，０００円を超えた場合、そ
　の超えた額の 1/2 の額を５５，０００円に加えた額 
○自動車等使用者・・・通勤距離に応じて、２，４００円～４６，３００円

特 殊 勤 務 手 当
○危険、不快、不健康または困難な業務に従事する職員に対して支給
　行旅死病人取扱手当１日５，０００円、　防疫作業手当１日５００円
　除雪作業手当　時間に応じて 2,000 円から 5,000 円

管 理 職 手 当 ○職に応じた額（定額） 

４．職員の勤務条件の状況

●勤務時間
１週間の正規の勤務時間 ３８時間４５分
１日の正規の勤務時間 ７時間４５分
開始時刻 午前８時３０分
終了時刻 午後５時１５分
●休暇制度

休暇の種類 付　与　日　数

年 次 有 給 休 暇
年ごとに２０日間付与され、２０日を超えない
範囲内の残日数は、翌年度に繰り越し可能
※平成３０年平均取得日数・・・８．３日

主
な
特
別
休
暇

産 前 産 後 休 暇 産前８週間、産後８週間以内
配偶者の出産休暇 ３日以内
育 児 休 暇 １日２回各３０分以内 
子の看護のための休暇 ５日以内
忌 引 休 暇 続柄により１～１０日以内
夏 季 休 暇 ５日以内（6月から 10月）
ボランティア休暇 ５日以内
結 婚 休 暇 １０日以内 ８．職員の福祉と利益の保護の状況

　　　　　　　　　　（平成３０年度）

●健康診断等の受診状況
区　分 受診者数（延べ）

定 期 健 康 診 断 １１３人
人 間 ド ッ ク 　　５人

９．公平委員会の業務の状況（平成３０年度）

区　分 件　数
勤務条件に関する措置の要求の状況 ０件
不利益処分に関する不服申立ての状況 ０件

５．職員の分限処分と懲戒処分の状況
　　　　　　　　　　（平成３０年度）
●分限処分・・・０件 （休職）
●懲戒処分・・・０件  
     
６．職員の服務の状況（平成３０年度） 
●服務義務違反・・・０件 
     
７．職員の研修の状況（平成３０年度） 
●研修状況

区　分 受講者数
ふくしま自治研修センター ３３人

その他の研修 １４人
計 ４７人

    

●育児休業等の取得状況（平成３０年度）
平成３０年度取得者数

育児休業 部分休業 育児短時間勤務
男 ０人 ０人 ０人
女 １人 ０人 ０人
計 １人 ０人 ０人

●公務災害等の状況
区　分 件　数

公 務 災 害 ０人
通 勤 災 害 ０人

事

行

政

の
運
営
状
況

人
　

塙
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第
６
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
30
年
度
の
職
員
数
や
給
与
、
服
務
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

総
務
課 

総
務
係
　

☎
（
４
３
）
２
１
１
１



　

福
島
県
内
各
地
を
転
戦
す
る
自
転
車

ロ
ー
ド
レ
ー
ス「
ツ
ー
ル
・
ド
・
ふ
く
し
ま
」

の
最
終
戦
と
な
る「
ツ
ー
ル
・
ド
・
は
な
わ
」

が
、
11
月
17
日
（
日
）
に
湯
遊
ラ
ン
ド
は

な
わ
を
ス
タ
ー
ト
す
る
周
回
コ
ー
ス
（
１

周
約
８
㌔
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ー

ス
は
６
部
門
に
分
か
れ
、
県
内
外
か
ら
合

計
１
６
９
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
紅
葉
色
づ

く
塙
町
を
自
転
車
で
駆
け
抜
け
、
白
熱
し

た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
は
な
わ
の
前
日
、
11

月
16
日
（
土
）
に
は
、
今
年
５
月
に
東

北
で
初
認
定
と
な
っ
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
「
三
角
形
の
道
」
の
お
披
露
目
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
ポ
タ
リ
ン
グ
は
な
わ

２
０
１
９
」
が
、
同
じ
く
湯
遊
ラ
ン
ド
は

な
わ
周
辺
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ポ
タ
リ
ン
グ
と
は
、「
散
歩
」
程
度
に
軽

く
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
、
90
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
自
転
車
だ
け
で
な

く
、
塙
天
領
太
鼓
封
元
（
塙
工
高
和
太
鼓

部
Ｏ
Ｂ
）
の
勇
壮
な
演
奏
、
町
出
身
の

歌
手
「n

a
ttsu

（
ナ
ッ
ツ
）
」
や
「
狐
火

（
き
つ
ね
び
）
」
が
ラ
イ
ブ
で
会
場
を
盛

り
上
げ
、
町
内
在
住
の
Ｄ
Ｊ
「
☆
（
ほ
し
）

く
ん
」
が
場
内
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
担
当
す
る

な
ど
、
参
加
者
は
自
転
車
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

両
日
と
も
、
地
元
区
長
を
は
じ
め
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
交
通
規
制
や
休
憩

所
の
運
営
、
お
菓
子
や
け
ん
ち
ん
う
ど
ん

の
提
供
を
す
る
な
ど
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ツ
ー
ル
・
ド
・
ふ
く
し
ま
の

最
終
戦
と
し
て
開
催

前
日
に
は
「
ポ
タ
リ
ン
グ
は
な
わ

２
０
１
９
」
が
初
開
催

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力

レース後の体を温める至福の
けんちんうどん

スピード感あふれるレース

「ツール・ド・はなわ」・「ポタリングはなわ２０１９」が開催

紅葉色づく塙町を
颯爽と駆け抜ける

 ２０１３年に発⾜した
栃⽊県を拠点に活動
する地域密着型のプロ
チーム「那須ブラーゼ
ン」に所属しています。
これまでのトレーニングの成果が出て良
かったです。チームで協⼒しながら、プ
ロとしていいレースができました。前⽇
の「ポタリングはなわ」にも参加しまし
た。「三⾓形の道」も今⽇のコースも⾯
⽩く、とてもいいコースですね。

74㌔（上級）で優勝

柴田雅之さん

プロとしていいレー
スができた。とても
いいコースです。

一斉にスタートする出場選手

74㌔（上級）の部で勝利を確信し、右手を

上げながらゴールをする柴田雅之選手

自分のペースで楽しめるの
もポタリングの魅力

ゴール後にはスイーツが振
る舞われました 散歩するように景色を楽しみながらポタリングを楽しむ参加者

ポタリングはなわ２０１９
　５月に東北で初認定されたサイ

クリングコース「三角形の道」の

お披露目イベントとして、11 月

16 日（土）に湯遊ランドはなわ

や「三角形の道」などで開催。自

転車での散歩（ポタリング）は、

レースとはひと味違った和やかな

雰囲気で行われました。また、音

楽やキッチンカー、地元住民によ

る休憩所運営などの協力もあり、

自転車を楽しむ人、音楽を楽しむ

人、食を楽しむ人など多くの人で

にぎわいました。

【上段右から】ライブで会場を沸かす狐火㊨、

nattsu ㊥。「もみじを守る会」の皆さんが運

営した休憩所は参加者に大好評でした㊧　

【下段右から】イベント終了まで会場の BGM

を担当し、会場を盛り上げた DJ「☆くん」㊨。

２日間にわたり勇壮な和太鼓演奏を披露し、

ボランティアとしても活躍した「塙天領太鼓

封元」の皆さん

狐火
（稲沢出身）

nattsu
（植田出身）

 稲沢出⾝で、ラッパーをしている狐⽕（き
つねび）です。塙での初ライブは、とても
緊張しましたが、多くの皆さんに聞いてい
いただいて、とてもうれしかったです。⾃
分的には、紅⽩歌合戦に出場するよりも価
値のあるものでした。また塙でライブやり
たいです！

 紅葉がとてもきれいで、距離も短く初⼼者でも⼗分に
楽しめるコースです。予想以上に素晴らしいコースであ
ることを実感しました。湯遊ランドを発着にすることで、
温泉を楽しむこともできる。イベントの前後も⼤事なこ
とであり、ここにはそのポテンシャルがある。地域の⽅
が⽤意してくれたけんちんうどんも最⾼においしかった
です。第１回⽬ができたことは、⼤変意義深いことであ
り、今後は、参加者の「声」を聞きながら、地域と⼀体
となってこのイベントを育てていってほしいと思います。

 植⽥出⾝で、都内で⾳楽活動をしてい
る nattsu（ナッツ）です。塙で初めてラ
イブをさせていただきました。⼤⾃然の中
のライブは開放感があり、とても気持ち良
かったです。今後もまた呼んでいただける
よう頑張りますので、皆さん応援よろしく
お願いします。

 仲間からの紹介でポタリ
ングに参加しました。⾃然
豊かで、景⾊・紅葉もきれ
いで、⾃然感じながら⾛る
ことができました。とても
いいコースですね。ほかに

もさまざまなアクティビティができるので
はないかと思ってしまうくらいです。⾃転
⾞仲間や知り合いなど、いろいろな⼈に⾃
信をもって、紹介できるコースです。

「紅白」よりも価値のあるライブ

「三角形の道」の推薦者で自身もサイクリスト

東京大学大学院 千葉 学教授

予想以上に素晴らしいコース。ポテンシャルは十分

とても気持ちのいいライブでした

「三角形の道」はいろいろ
な人に紹介できるコース

内田克人さん
（栃木県）
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令
和
元
年
塙
町
功
労
者
表
彰
式

が
、
11
月
３
日
（
日
）
に
塙
農
村
勤

労
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
宮
田
秀
利
町
長
が
式
辞
を

述
べ
、
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

塙
町
議
会
議
員
と
し
て
20
年
在
職

し
、
町
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
と
し

て
、
藤
田
一
男
議
員
、
小
林
達
信
議

員
が
自
治
特
別
功
労
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
塙
町
の
教
育
環
境
整
備

と
地
域
振
興
の
た
め
に
、
多
額
の
寄

付
を
さ
れ
た
故
金
沢
彌
平
さ
ん
が
教

育
文
化
特
別
功
労
表
彰
と
善
行
功
労

表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
塙
町
議
会
議
員

と
し
て
12
年
在
職
し
、
町
政
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
と
し
て
鈴
木
孝
則
議

員
、
塙
町
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て

15
年
以
上
在
職
し
、
身
近
な
相
談
役

と
し
て
行
政
運
営
の
改
善
に
寄
与
さ

れ
た
と
し
て
和
田
俊
道
さ
ん
が
自
治

功
労
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
塙
町
民
生
委
員
と
し
て
15

年
以
上
在
職
し
、
地
域
住
民
の
社
会

福
祉
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
と
し
て
大

野
正
男
さ
ん
、
消
防
団
員
と
し
て
勤

務
状
況
が
良
好
で
あ
り
、
15
年
以
上

勤
務
し
て
い
る
と
し
て
鈴
木
則
隆
さ

ん
は
じ
め
22
人
の
消
防
団
員
が
民
生

福
祉
功
労
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

自治特別功労表彰を受賞した塙町議会議員の

藤田一男さん㊧

◆自治特別功労表彰
　■特別功労表彰　藤田　一男　様
　　　　　　　　　小林　達信　様
　（塙町議会議員として 20 年在職し、町政発展に

寄与されている）

◆教育文化特別功労表彰
　■特別功労表彰　故金沢　彌平　様

（塙町の教育環境整備のため、多額の寄附により

図書館書籍等の充実と教育の振興に寄与された）

◆善行功労表彰
　■功労表彰　　　故金沢　彌平　様

（塙町の地域振興のため、多額の金員を寄附され

町政発展に寄与された）

◆自治功労表彰
　■功労表彰　　　鈴木　孝則　様

（塙町議会議員として 12 年在職し、町政発展に寄

与されている）

　■功労表彰　　　和田　俊道　様
（塙町の行政相談員として 15 年在職し、地域住民の身

近な相談役として行政運営の改善に寄与されている）

◆民生福祉功労者表彰
　■功労表彰　　　大野　正男　様

（塙町民生委員として 15 年在職し、地域住民の社

会福祉増進に寄与されている）

　■功労表彰　
　　鈴木　則隆　様　　鈴木　慎也　様
　　佐藤　謙太　様　　菊池　健秀　様
　　石井　　貴　様　　青砥　俊之　様
　　柳　　光春　様　　小針　竜二　様
　　瀨谷　悦八　様　　藤田　陽治　様
　　近藤　俊彦　様　　青戸　　博　様
　　園部　恭崇　様　　近藤　正基　様
　　益子　幸次　様　　吉田　健一　様
　　白石　智昭　様　　鈴木　　收　様
　　益子　直人　様　　星　　友和　様
　　鴨志田弘光　様　　金澤　　章　様
　　緑川　寿雄　様　　

（消防団員として勤務状況が良好であり、15 年勤

務している）

令
和
元
年 

塙
町
功
労
者
表
彰
式

多
大
な
功
労
に
敬
意
と
感
謝

　

下
水
道
事
業
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
が
あ
り
ま
す
が
、
塙
町
で
は
「
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
」
と
「
農

業
集
落
排
水
事
業
」
を
行
っ
て
い
て
、

複
数
の
施
設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
こ

の
地
域
以
外
で
は
、
合
併
浄
化
槽
の
設

置
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
３
月
末
現
在
の
公
共
下
水

道
の
接
続
率
は
74
％
、
農
業
集
落
排
水

の
加
入
率
は
、
84
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
で
、
水

洗
ト
イ
レ
の
使
用
が
可
能
に
な
り
、
水

路
や
側
溝
の
悪
臭
防
止
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
法
に
よ
り
、
公

共
下
水
道
の
地
域
で
は
、
供
用
開
始
か

ら
遅
滞
な
く
接
続
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
区
域
内
で
ま
だ
未

接
続
の
場
合
は
、
早
期
に
接
続
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
に
接
続
す
る
排
水
工

事
に
対
す
る
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ

り
ま
す
。
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
に
接
続
す
る
場
合
に
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
工
事
（
※
）
の
契
約
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

農
業
集
落
排
水
は
加
入
時
に
負
担
金

が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
の
受

益
者
負
担
金
は
、
対
象
地
域
の
方
に
は

す
で
に
納
付
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

新
た
に
供
用
エ
リ
ア
に
な
っ
た
と
き
に

賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
使
用

料
は
、
下
水
道
使
用
料
の
場
合
、
町
水

道
を
使
用
し
て
い
る
世
帯
で
は
「
使
用

水
量
」
で
、
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る

世
帯
で
は
「
人
数
」
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
使
用
料
は
、
毎
年
４

月
１
日
現
在
の
「
世
帯
人
数
」
で
算
定

し
ま
す
。
使
用
料
の
納
付
は
、
２
カ
月

（
奇
数
月
）
ご
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

１
年
分
の
一
括
払
い
も
可
能
で
、
そ
の

場
合
は
、割
り
引
き
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

次
世
代
に
き
れ
い
な
水
環
境
を
引
き

継
ぐ
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課

　

上
下
水
道
係
・
施
設
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
４
８

※
水
洗
便
所
に
す
る
工
事
や
し
尿
浄
化
槽
を

　

廃
止
し
て
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排

　

水
施
設
に
接
続
さ
せ
る
工
事
の
こ
と
で
、

　

こ
れ
と
連
携
す
る
ほ
か
の
汚
水
管
の
工
事

　

を
実
施
す
る
場
合
を
含
み
ま
す
。
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き
れ
い
な
⽔
環
境
を
次
世
代
に

町
で
は
、
き
れ
い
な
水
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

整
備
区
域
内
で
未
接
続
の
方
は
、
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
の
下
水
道
事
業

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
へ
の

早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

加
入
金
・
使
用
料
が
か
か
り
ま
す

⽔道管の凍結にご注意ください
 気温が下がると、⽔道管や蛇⼝が凍りや
すくなり、⽔道管などが破損することがあ
ります。⽔道管が凍ってしまうと、⽔が出
なくなったり、破裂してしまったりするこ
とがあります。保温材や、温熱ヒーターを
取り付けて、⽔道管を凍結から守りましょ
う。また、外出などで⻑期間⽔道を使⽤し
ないときは、⽔抜栓で⽔を抜いてください。
もし、⽔道管が破裂した場合は、町指定給
⽔設置⼯事事業者へ連絡し、速やかに修理
をお願いします。

⽔抜き栓の使⽤⽅法
　水抜き栓のふたを開

け、バルブを「水抜」の

方向へ、止まるまで回し

ます。その後、住宅内の

蛇口を全開にして、水を

抜きます。蛇口から水が

出ないことを確認し、蛇

口を閉めてください。



　

「
塙
町
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を

ご
存
じ
で
す
か
。
空
き
家
バ
ン
ク
と

は
、
空
き
家
の
賃
貸
・
売
却
を
希
望

す
る
所
有
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報

を
集
約
し
、
こ
れ
か
ら
空
き
家
を
利

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
に
紹

介
す
る
制
度
で
す
。
塙
町
で
も
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
専
用
ペ
ー
ジ

を
設
け
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
上
記
の
図
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用
の
流

れ
を
示
し
た
も
の
で
す
。

①

空
き
家
（
近
く
居
住
し
な
く
な

　

る
予
定
の
も
の
も
含
む
）
の
所
有

　

者
が
町
に
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の

　

相
談
を
し
ま
す
。

②

町
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
「
福
島

　

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
」
が
、

　

①
で
相
談
の
あ
っ
た
空
き
家
の
調

　

査
を
行
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
、

　

利
用
者
希
望
者
に
紹
介
で
き
る
物

　

件
だ
と
認
め
た
場
合
、
③
以
降
の

　

手
続
き
に
進
み
ま
す
。

※
「
空
き
家
」
と
い
う
だ
け
で
す
べ

　

て
が
登
録
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。
倒
壊
な
ど
の
危
険
性
が

　

あ
る
場
合
や
生
活
な
ど
の
場
と
し

　

て
機
能
し
な
い
管
理
不
全
な
空
き

　

家
に
つ
い
て
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物

件
は
、
⑤
で
利
用
登
録
を
申
し
込
ん

だ
利
用
者
に
案
内
さ
れ
、
空
き
家
所

有
者
と
利
用
希
望
者
が
マ
ッ
チ
す
れ

ば
契
約
と
な
り
ま
す
。

　

塙
町
で
も
、
平
成
30
年
度
末
時
点

で
約
３
０
０
件
の
空
き
家
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
空
き

家
所
有
者
が
専
門
的
な
知
識
が
な

く
、
空
き
家
の
適
正
な
売
値
や
賃
貸

料
を
定
め
る
こ
と
が
困
難
で
し
た
が
、

福
島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と
協

定
を
結
び
、
連
携
す
る
こ
と
で
空
き

家
の
物
件
調
査
、
空
き
家
所
有
者
と

利
用
希
望
者
と
の
仲
介
・
契
約
を
行

う
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
利

用
し
な
が
ら
空
き
家
の
有
効
活
用
を

と
お
し
て
、
地
域
内
外
の
住
民
交
流
の

拡
大
と
移
住
・
定
住
の
促
進
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
振
興
課
　

地
域
づ
く
り
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
２

空
き
家
の
所
有
者
と
利
用

希
望
者
を
つ
な
ぐ
空
き
家
バ
ン
ク

祝 １００歳長寿

金澤スミさん（植田）に知事祝状
　11 月 18 日に満 100 歳の誕生日を迎えた金

澤スミさん（植田）への祝状および記念品の

贈呈式が、11 月 24（日）に金澤さんの自宅

で行われました。贈呈式では、宮田秀利町長

が県知事の祝状と記念品、町からの祝状と祝

金および記念品、町社会福祉協議会からの記

念品を贈呈しました。金澤さんは、子ども７

人、孫４人、ひ孫２人に恵まれ、お祝いに駆

け付けたひ孫の鈴木葉山ちゃん（３歳）から

お祝いの花束を受け取ると、とてもうれしそうな笑顔を見せていました。

次男の金澤利昭さんが「お祝いしていただき、家族、親戚一同感謝の気持

ちでいっぱいです。私たちも母を見習って、上手に年を取っていきたい」

と謝辞を述べました。「皆さんに支えられて生かされている。感謝、感謝」

が口癖で、買い物をしたりおいしいものを食べたりすることが大好きな金

澤さん。これからもお体に気を付けて、元気にお過ごしください。

ひ孫の鈴木葉山ちゃん㊧から花束
を贈呈される金澤スミさん㊨

Q. 相続登記をしないで放っておくと、
どのようなデメリットがありますか。
A. 相続⼈の中に所在不明の⽅などがい
る場合、すぐに登記を含めた相続の⼿続
きをすることができず、相続分を確定す
ることが困難となります。さらに相続が
２回以上重なると、誰が相続⼈となるの
か、その調査だけで相当の時間がかかり、
相続登記の⼿続き費⽤や⼿数料も⾼額と
なってしまいます。相続の⼿続きに時間
がかかると、相続した不動産を売りたい
と思ったときにすぐに売ることができな
くなるなど、思わぬ不利益を受けること
があります。また、相続登記が放置され
ているため、所有者の把握が困難になり、
公共事業が進まないなどの所有者不明⼟
地問題が顕在化しています。相続登記の
未了は、適切な管理がされていない空き
家が増加している⼤きな要因のひとつで
あると⾔われています。

Q. 先⽇⽗が亡くなりました。不動産の
相続⼿続きはどうすればいいですか。
A. 相続⼈間で遺産分割協議をし、相続
する⼈が法務局に申請しましょう。亡く
なった⽅（被相続⼈）が遺⾔を残してい
ない場合、⺠法で定められている優先順
位により相続⼈が決まります。配偶者は
常に相続⼈となりますが、その他の相続
⼈は次の順番で決まります。【① 被相続
⼈の⼦や孫 ② 被相続⼈の⽗⺟や祖⽗
⺟ ③ 被相続⼈の兄弟姉妹や甥姪】相
続⼿続きを始めるには、被相続⼈の⼾籍
を集め、相続⼈を確定させる必要があり
ます。次に、相続⼈間で遺産分割協議を
し、相続する⼈を決めます。不動産だけ
でなく、預貯⾦や株式なども遺産分割の
対象となります。相続する⼈が決まった
ら「⼾籍」や「遺産分割協議書」を整え、
管轄の法務局にできるだけ早く登記申請
をしましょう。

■問い合わせ

　福島県司法書士会　

　☎０２４－５３４－７５０２

　福島地方法務局

　☎０２４－５３４－２０４５

相続登記のあれこれ
―Vol. １―

ご存じですか

塙町空き家バンク制度
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塙町役場

宅地建物取引業協会

連携

登録を希望される方は

塙町役場 まち振興課
までお知らせください。

空き家バンクのしくみ

空き家所有者 空き家利用希望者

⑤利用者登録
　　申込

⑥物件案内

①相談物件

②物件調査

④物件登録

⑦契約・仲介

③物件登録
　　申込

⑦契約・仲介

※町は、登録者と利用者との空き家等に関する交渉及び契約については直接関与しません。

除雪機購入の際は
補助をご利用ください
　町では、町道などを除雪する行政区また

は除雪を行う団体が除雪機を購入する金額

の一部を補助します。申請方法などの詳細

は、お問い合わせください。

■対 象 団 体　行政区、除雪を行う団体（組合など）

■対象除雪機　ハンドガイド型、トラクターアタッチメントなど

■補 助 金 額　購入金額の３分の２（上限 50 万円）

■問い合わせ　まち整備課 まち整備係

　　　　　　　☎４３－２１１７

　９月から 11 月に執行された主

な入札結果をお知らせします。

（金額は税込み）

　舗装補修工事

　（大字堀越字機折沢地内）

　予定価格　7,003,700 円

　落 札 額　6,710,000 円

　落 札 者　すずき建材土木㈱

　舗装補修工事

　（大字塙那倉字田の入地内）

　予定価格　5,450,500 円

　落 札 額　4,356,000 円

　落 札 者　㈱本多土建

　橋梁新設工事

　（大字常世北野字八幡地内）

　予定価格　39,424,000 円

　落 札 額　38,830,000 円

　落 札 者　深谷建設㈱

　舗装補修工事

　（大字台宿字下稲沢地内）

　予定価格　7,694,500 円

　落 札 額　7,425,000 円

　落 札 者　金澤建設㈱

　舗装補修工事

　（大字片貝字殿畑地内）

　予定価格　21,311,400 円

　落 札 額　20,680,000 円

　落 札 者　㈱本多土建

　防災ヘリポート整備工事

　（大字台宿字南原地内）

　予定価格　10,470,900 円

　落 札 額　10,120,000 円

　落 札 者　金澤建設㈱

　河川改修工事

　（大字西河内字観音前地内）

　予定価格　8,281,900 円

　落 札 額　7,040,000 円

　落 札 者　すずき建材土木㈱

　道路改良工事

　（大字常世中野字雨谷地内）

　予定価格　29,533,900 円

　落 札 額　29,150,000 円

　落 札 者　深谷建設㈱

　小学校教育用タブレット購入

　予定価格　8,814,845 円

　落 札 額　6,215,000 円

　落 札 者　富士テレコム㈱

　　　　　　郡山支店

入札結果をお知らせします

家族に囲まれ、笑顔をみせる金澤スミさん（前列右から２人目）



はなわスポーツクラブ

12月号

　はなわスポーツクラブでは、ひ
とりでも仲間同士でも参加できる
教室を開催しています。お気軽に
見学にお越しください。

はなわスポーツクラブ通信

NPO 法人はなわスポーツクラブ
http://hanawa-fsc.jp
塙町大字塙字桜木町 80（塙町営体育館内）
☎ 0247―57―6589　FAX57―6587
mail:hanawa.fsc@gmail.com

検　索

携帯電話からでも
アクセスできますいますぐ検索！

ＨＰ内ブログにて、日々の活動の
様子をアップしています。

　この大会は、はなわスポーツクラブが平成２４年に福島県代表として全国大会

に出場したことを記念して開催しています。カーリングに似ていてルールは簡単

で、初心者でも簡単に取り組めますので、みなさんの参加をお待ちしています。

日　時：令和元年 12 月 22 日（日）午前９時 30 分

場　所：塙町営体育館アリーナ

参加費：無料（３人１組でお申し込みください。※締切：12 月 13 日（金））

参加チーム募集　第８回塙町長杯カローリング大会
兼 第１０回塙Ｂ＆Ｇ塙海洋クラブカローリング大会

～塙町生涯学習だより～　12月号
発行：塙町教育委員会生涯学習課

マナ ビイ

問い合わせ

■生涯学習課

　☎４３－２６４４

■塙町公民館

　☎４３－０３２０

第 35 回 塙町青少年の主張大会
　11 月 9 日（土）、塙町公民館で「塙町青少年の主張大会」を

開催しました。町内の小・中学生、高校生の 10 人が、日頃思っ

ていることや将来の夢などを文章にまとめ、自らの思いを約

150 人の聴衆を前に堂々と発表を行いました。

　どの発表も素晴らしく、審査員を悩ませる内容でしたが、厳

正な審査の結果、3 人の皆さんが最優秀賞に選ばれました。

　なお、審査中には、塙天領太鼓封元 ( 塙工業高校和太鼓部 OB)

による和太鼓演奏が披露され、会場は大いに盛り上がりました。

『Let’s理科読 ぴかぴか光』in産業祭
　11 月 23 日 ( 土 )、ガリレオ工房と塙町立図書館

の共同企画として、『Let’s 理科読 ぴかぴか光』が

塙小学校の体育館を会場に開催されました。

　実験ショーでは、赤・青・緑色の金属光沢のテー

プを思い思いに貼ったカップに糸を通し、虹色に輝

く ｢ レインボーぶんぶんごま」を作り、回転によっ

て見え方が変わる光の仕組みについて学びました。

参加者は、科学の本の紹介と光に関する工作を通し

て理科の知識に触れ、楽しい時間を過ごしました。

ドドンコドン♪息を合わせたバチさばき

ムズカシー！お手本を懸命にまねる隊員

　

11
月
２
日(

土)

、
塙
工
業
高
校
和
太
鼓
部
と
Ｏ
Ｂ
の
協
力
に

よ
り
、
第
７
回
活
動
「
伝
統
文
化
に
ふ
れ
よ
う
―
お
囃
子
・
和
太

鼓
体
験
―
」
を
同
校
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
町
内
に
伝
わ
る
伝
承
曲｢

四
丁
目｣

を
体
験
し
、
後

半
で
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
創
作
曲｢

夏
ま
つ
り｣
を
マ
ス
タ
ー
し
ま

し
た
。
最
後
に
参
加
者
全
員
で
行
っ
た
合
同
演
奏
は
大
成
功
で
、

探
検
隊
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
校
生
は
大
変
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
ね
♪
和
太
鼓
体
験
！

は
な
わ
探
検
隊 

お
囃
子･

和
太
鼓
体
験

 最優秀賞 

　○小学校の部　

　　吉成 来虹さん ( 塙小学校 6 年 )

　○中学校の部　　

　　大竹 朝香さん ( 塙中学校 2 年 )

　○高等学校の部　

　　金澤 　周さん ( 学法石川高校２年 )

なかよしルーム
参加者募集

　12 月のなかよしルームは ｢ ク
リスマス会～みんなでパーティー
をしよう！～」です。ゲームやビ
ンゴで盛り上がった後は、サポー
ターさんが作ったカレーを食べ
て、パーティーを楽しみましょ
う！
日　時：12 月 13 日 ( 金 )
　　　　午前 10 時～正午
場　所：塙町公民館 2 階和室
費　用：1 家族 300 円 ( 材料費 )
持ち物：飲み物・食器
申込先：生涯学習課 ☎ 43-2644
※事前申込みを 12 月 11 日 ( 水 )
までにお願いします。

塙町文化講演会 草野仁氏『いつもチャレンジ精神で』
　11 月 24 日（日）に開催された塙町文化講演会には約 230 人が参加

しました。講師の草野仁氏は、報道記者志望のはずが、NHK アナウ

ンサーになった経緯や、長寿クイズ番組 ｢ 世界ふしぎ発見！ ｣ の立ち

上げ秘話、クイズ回答者たちの裏話などを語り、会場を大いに沸かせ

ました。聴講者は ｢ 何かを始めるのに遅すぎるということはない。歳

を気にせず挑戦を！ ｣ という言葉に感動し、大きく頷いていました。

第 35 回青少年の主張大会　発表者一覧（敬称略・発表順）
氏　名 学校・学年 テ　ー　マ

神
かみなが

永　千
ちなつ

夏 塙中学校１年 努力

大
おおたけ

竹　朝
ともか

香 塙中学校２年 感謝

田
たしろ

代　凌
りょうま

万 塙中学校３年 まちづくりに思うこと

長
ながしま

島　來
ら い

威 塙小学校６年 この友達といつまでも

白
しらいし

石　紗
さ や

也 笹原小学校６年 平和への思い

吉
よしなり

成　来
こ こ

虹 塙小学校６年 輝く私に

深
ふかや

谷　悠
ゆうな

那 笹原小学校６年 幸せについて考えたこと

戸
と い だ

井田　悠
ゆう

塙工業高校３年 凡事徹底

青
あおと

砥　瑞
みずき

貴 修明高校２年 塙町と農業

金
かなざわ

澤　　周
あまね

学法石川高校２年 誰かの支えに 

主張発表をした児童・生徒の皆さん

観衆を魅了した勇壮な演奏(塙天領太鼓封元(たかもと))

お天気用語で語る新人アナ時代 ｢いつでも挑戦する気持ちが大切｣と説く草野氏貼った３色の割合により、見え方が変わるぶんぶんごま

　はなわスポーツクラブサッカー教室は、日頃の練

習の努力が実り、10 月５日 ( 土 ) の矢祭カップＵ―10

大会と、11 月９日 ( 土 ) の矢祭カップＵ―12 大会で、

どちらも第３位に輝き、自信向上に繋がっています♪

現在、小学生を対象に一緒に活動する仲間を募集して

います。サッカーをやってみたいなぁ、上手になりた

いなぁという気持ち

とタオルと飲み物と

体育館用シューズを

持って、ぜひ体験に

来てください♪

日 時：毎週火曜日午後７時から午後８時 30 分

日 時：毎週土曜日午前９時から正午

場 所：塙小学校体育館（※冬季期間 12 月から３月）

　初冬の塙町内を一緒に歩いてみませんか。3 ㎞程度

の道のりをサンタクロースにまつわる姿で楽しく歩き

ます！

　参加費は無料で、赤い物を身に付けていれば、どな

たでも参加できます。

日時：12 月８日 ( 日 ) 開会 : 午前９時 30 分 閉会 : 正午

受付：塙町営体育館駐車場 ( 午前９時から )

サークル紹介 サッカー教室(小学生対象) ノルデックウォーキング教室サンタウォーキング開催！
ー赤い物を身に付けて、一緒に歩こう♪ー

矢祭カップ第3位入賞 Ｕ-12チーム

赤い物を身に付けて記念撮影する参加者(昨年の様子)
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町が独自に調査した

放射線測定値を報告します

住⺠基本台帳法の規定に基づき、閲覧状況を毎年１回以上公表することが規定さ
れています。
平成３０年１１⽉１⽇から令和元年１０⽉３１⽇までの閲覧状況を公表します。 

閲覧請求をした国、地⽅公共団体等
および閲覧申出をした法⼈の名称 請求事由の概要 閲覧の年⽉⽇ 閲覧にかかる住⺠の範囲

株式会社サーベイリサーチセンター
東北事務所 所⻑ 千葉記章

（委託者：福島県）
「ふくしま新⽣⼦ども夢プラン」

次期計画策定のための調査 令和元年5⽉8⽇ 全町⺠

⼀般社団法⼈中央調査社
会⻑ ⼤室真⽣

（委託者：NHK 放送⽂化研究所）

2019 年 6 ⽉
東京オリンピック・

パラリンピックに関する調査
令和元年5⽉8⽇

⼤字台宿地内の
20 歳以上の
⽇本⼈の男⼥

株式会社サーベイリサーチセンター
東北事務所 所⻑ 千葉記章

（委託者：福島県）

県⺠の運動・
スポーツに関する

実態調査
令和元年5⽉29⽇ 町内の 20 歳以上

80 歳未満の男⼥

MOG コンサルタント株式会社
代表取締役 森⽯ 登
（委託者：福島県）

福島県政世論調査 令和元年7⽉16⽇ ⼤字塙地内の男⼥

福島県知事 内堀雅雄 外国⼈
住⺠アンケート調査 令和元年9⽉11⽇ 町内の 20 歳以上の

外国⼈

⾃衛隊福島地⽅協⼒本部
⽩河地域事務所⻑ 鈴⽊祐介

陸上⾃衛隊
⾼等⼯科学校の

⽣徒の募集
令和元年10⽉16⽇

町内の平成 17 年 4 ⽉ 2 ⽇から
平成 18 年 4 ⽉ 1 ⽇⽣まれの

男⼦（⽇本⼈に限る）

　　　　　　　　

（町内 35 カ所）
片貝分館

11/14 0.07

塙町役場 西河内分館 折篭集会所

11/14 0.07 11/14 0.06 11/14 0.08

道の駅はなわ 堀越集会所 殿畑集会所入口

11/14 0.06 11/14 0.08 11/14 0.08

上渋井集会所 小高集会所 石堀子集会所

11/14 0.07 11/14 0.07 11/14 0.08

台宿分館 東河内分館 矢塚集会所

11/14 0.07 11/14 0.08 11/14 0.07

稲沢集会所 一本木集会所 那倉分館

11/14 0.09 11/14 0.09 11/14 0.09

上石井分館 中塚集会所 大平・大竹正勝さん宅入口

11/14 0.08 11/14 0.08 11/14 0.07

吉成運送第２倉庫前 笹原地区公民館 那倉呼石入口バス停前

11/14 0.08 11/14 0.08 11/14 0.10

伊香分館 川上四区集会所 田代権現堂

11/14 0.08 11/14 0.10 11/14 0.10

古宿屯所前 大蕨分館 田代分館

11/14 0.08 11/14 0.09 11/14 0.09

高城地区公民館 前田集会所 丸ケ草分館

11/14 0.08 11/14 0.09 11/14 0.07

真名畑分館 木野反分館 単位：
マイクロシーベルト 
　　　 / 時間

地上１㍍で測定

11/14 0.09 11/14 0.09

常豊地区公民館 湯遊ランドはなわ

11/14 0.07 11/14 0.07

※測定機器：シンチレーションサーベイメータ
　日立アロカ TCS172　　　　　
※福島県ホームページにおいて、福島県放射能
　測定マップが公表されています。

■住民基本台帳の閲覧状況を公表します

ン
ジ
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
応
募
方

法
や
不
明
な
点
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
お
よ
び
募
集
人
数

【
一
般
枠
（
募
集
人
数
25
人
）
】

　

４
年
制
大
学
の
大
学
３
年
、
６

年
制
大
学
の
５
年
生
、
大
学
院
修

士
・
博
士
課
程
に
在
籍
し
、
次
年

度
に
修
了
す
る
学
生
、
高
等
専
門

学
校
専
攻
科
の
１
年
生

【
理
系
枠
（
募
集
人
数
７
人
）】

　

４
年
制
大
学
理
工
系
学
部
の

　

１
・
２
年
生

　

６
年
制
大
学
理
工
系
学
部
の

　

３
・
４
年
生

■
支
援
額

・
一
般
枠
で
４
年
制
大
学
の
場
合

　

最
大
１
５
３
万
６
千
円

・
理
系
枠
で
私
立
・
自
宅
外
の
場

　

合
、
最
大
３
０
７
万
円
２
千
円

■
支
援
対
象
と
な
る
産
業

　

日
本
標
準
産
業
分
類
の
「
製
造

業
」、
「
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・

水
道
業
」
ま
た
は
「
情
報
通
信
業
」

に
属
し
、
か
つ
次
に
該
当
す
る
産

業

① 

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業

② 

医
療
関
連
産
業

　

 

（
創
薬
関
連
含
む
）

③ 

ロ
ボ
ッ
ト
関
連
産
業

④ 

環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
産

　

 

業

⑤ 

輸
送
用
機
械
関
連
産
業

　

 

（
航
空
宇
宙
関
連
含
む
）

⑥ 

電
子
機
械
関
連
産
業

⑦ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
産
業

⑧ 

６
次
化
関
連
産
業

■
募
集
期
間

　

令
和
２
年
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
商
工
労
働
部

　

雇
用
労
政
課

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）
７
２
９
０

　

元
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
日
本
代

表
の
大
山
加
奈
さ
ん
を
講
師
に
、

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動
遊
び
な
ど

を
と
お
し
た
体
験
活
動
や
基
本
的

生
活
習
慣
の
重
要
性
を
学
び
ま

す
。
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

　

12
月
21
日
（
土
）
か
ら
22
日
（
日
）

　

※
１
泊
２
日

■
対
　

象

　

小
中
学
生
を
含
む
家
族
・
グ
ル

ー
プ

■
参
加
費

　

１
５
０
０
円
か
ら
２
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の

　

家

　

☎
０
２
４
８
（
３
６
）
２
３
３
１

く
ら
し
の

情
報
◆塙町役場の電話番号（代表）

ＴＥＬ　０２４７－４３－２１１１

ＦＡＸ　０２４７－４３－２１１６

◆町のホームページアドレス

http://www.town.hanawa.fukushima.jp/

◆町のメールアドレス

soumu@town.hanawa.fukushima.jp

※ご意見・ご要望のある方はご利用ください。

【各課などの直通電話番号】

総　 務　 課　４３－２１１１

まち振興課　４３－２１１２

　　　　　　　４３－２１１８

町　 民　 課　４３－２１１３

　　　　　　　４３－２１１４

健康福祉課　４３－２１１５

（高齢者支援係） ４３－２２２７

地域包括支援センター　４３－２２２４

まち整備課　４３－２１１７

生活環境課　４３－２１４８

会　 計　 室　４３－２１４９

塙 保 育 園　４３－０３７７

議会事務局　４３－２１５０

農業委員会　４３－２１１９

学校教育課　４３－４０５０

生涯学習課　４３－２６４４

公　 民　 館　４３－０３２０

図　 書　 館　４３－０８０８

給食センター　４３－０１８８

東白衛生組合　４３－０３７８

　

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

に
、
心
配
ご
と
相
談
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
相
談
に
は
、
塙
町

心
配
ご
と
相
談
員
や
弁
護
士
（
月

１
回
）
が
応
じ
ま
す
。

■
日
　

時
（
12
月
）

　

９
日
（
月
）
・
16
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
正
午

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

※
弁
護
士
相
談
は
９
日
（
月
）
の

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
　

所

　

塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館

■
問
い
合
わ
せ

　

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
４
３
）
２
１
５
４

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職
な

ど
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
困
り
ご
と
や
疑
問
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間
（
平
日
の
み
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
正
午

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
労
働
委
員
会

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）
７
５
９
４

　

塙
町
で
は
、
現
在
滞
納
処
分
を

強
化
し
て
お
り
、
町
税
な
ど
を
滞

納
し
て
い
る
方
に
は
差
し
押
さ
え

が
執
行
さ
れ
ま
す
。
差
し
押
さ
え

の
方
法
は
多
岐
に
わ
た
り
、
給
料

や
預
貯
金
、
土
地
や
建
物
、
生
命

保
険
、
税
の
還
付
金
、
自
家
用
車

な
ど
が
差
し
押
さ
え
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
税
負
担
の
公
平
と
公
正

さ
を
確
保
す
る
た
め
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
　

収
納
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
３

　

し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
・
ふ
ぉ
ー

ら
む
で
は
、
今
年
も
新
入
学
の
お

子
さ
ん
に
御
祝
い
金
を
お
渡
し
す

る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
応
募
条

件
や
締
め
切
り
な
ど
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

２
０
２
０
年
４
月
に
小
学
校
、

中
学
校
、
高
校
、
大
学
、
専
門
学

校
な
ど
に
入
学
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
お
子
さ
ん
５
０
０
人（
予
定
）

■
お
祝
い
金

・
小
学
校
入
学
　

　

１
万
円
（
ま
た
は
新
品
ラ
ン
ド
セ
ル
）

・
中
学
校
、
大
学
、
専
門
学
校
入
学

　

３
万
円

・
高
校
入
学
　

４
万
円

■
問
い
合
わ
せ

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
・
ふ
ぉ
ー
ら
む

　

☎
０
３（
３
２
６
３
）１
５
１
９

　

全
国
の
法
務
局
で
、
法
定
相
続

人
が
誰
で
あ
る
の
か
を
登
記
官
が

証
明
す
る
「
法
定
相
続
情
報
証
明

制
度
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

各
種
相
続
手
続
き
で
戸
籍
謄
本
を

何
度
も
出
し
直
す
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
。
手
数
料
も
無
料
で
、
複

数
あ
る
相
続
手
続
き
が
同
時
に
進

め
ら
れ
る
な
ど
、
と
て
も
便
利
で

お
得
な
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
地
方
法
務
局

　

☎
０
２
４（
５
３
４
）２
０
４
５

　

福
島
県
で
は
、
福
島
で
暮
ら
し

た
い
、
働
き
た
い
学
生
の
皆
さ
ん

の
奨
学
金
の
返
還
を
支
援
し
ま

す
。
福
島
県
の
未
来
を
創
造
す
る

新
産
業
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
機

器
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
）
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
大
学
生
な
ど
が
対
象

で
す
。
福
島
県
で
新
た
な
チ
ャ
レ

相　談
心
配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

町
税
な
ど
の
滞
納
者
に
は

差
し
押
さ
え
が
執
行
さ
れ
ま
す

町
民
課

お知らせ

２
０
２
０
年
４
月
に
新
入
学

予
定
の
お
子
さ
ん
を
持
つ

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ま
へ

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
・
ふ
ぉ
ー
ら
む

労
働
困
り
ご
と
相
談
会

福
島
県
労
働
委
員
会

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
が

便
利
で
お
得
で
す

福
島
地
方
法
務
局

募　集
奨
学
金
の
返
還
を

支
援
し
ま
す

福
島
県
商
工
労
働
部

自家用車の差し押さえ

那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

冬
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　町民課　住民係　☎４３―２１１４

おくやみ申し上げます

10月16日から11月15日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

小室　一嘉さ 
ん 87歳 東 河 内

八幡　秀一さ 
ん 87歳 片 貝

下重よしのさ 
ん 95歳 川 上

星　東一郎さ 
ん 97歳 上 町

髙木　廣志さ 
ん 63歳 那 倉

吉田　リンさ 
ん 91歳 田 代

松本サトミさ 
ん 85歳 田 代

緑川ミツイさ 
ん 93歳 真 名 畑

松本　　弘さ 
ん 89歳 田 代

遠藤　フミさ 
ん 90歳 台 宿

大友　邦男さ 
ん 87歳 東 河 内

佐川つね子さ 
ん 69歳 伊 香

生田目正子さ 
ん 84歳 板 庭

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の際
　に窓口に申し出てください。
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Town Topics

　１１月１３日（水）　食育をとおして栄養や生活習慣、
健康について考えることを目的に、笹原幼稚園の食育
教室が同園ゆうぎ室で行われました。塙町保健推進員
６人と管理栄養士が講師となり「はやね、はやおき、
あさごはん」と題して演劇が行われ、朝ご飯の大切さ
を楽しく学習しました。その後、朝ご飯に関する「〇
×クイズ」も行われ、見事に全問正解することができ
ました。園児たちは、心身ともに健康的な生活を送る
ための習慣や食事のリズム、食生活の大切さなどにつ
いて学ぶことができました。

　連合花輪睦會は１１月２日（土）、地域活性化のため
に神輿を担いで町内を練り歩きました。連合花輪睦會
は、昨年の出羽神社例大祭でお披露目された団体です。
出発式では、出羽神社の七宮広樹宮司により、神輿の
お清めと安全祈願祭が執り行われ、運行中の無事故を
祈願。そろいの法被を身にまとった約４０人の担ぎ手
は、「セイヤサ」と威勢の良い掛け声とともに、地区
の活性化と安全を願って町内を練り歩きました。
　桜青会は、１１月３日（日）に、山車を運行して、
町内を練り歩きました。出羽神社例祭にあわせて毎年
行われています。子どもたちのお囃子もあり、篠笛や
太鼓の音色を町内に響かせました。塙祭りばやし保存
会とともに奉納太鼓を行ったり、久慈の郷の前で演奏
を披露したりするなどして、利用者さんから盛大な拍
手が送られていました。食生活の大切さを学ぶ

―笹原幼稚園で食育教室―

威勢の良い声が町をにぎやかに
―連合花輪睦會と桜青会が町を練り歩く―

自家製こんにゃくづくりに挑戦
―笹原小学校でこんにゃくづくり体験―

　１１月１３日（水）　笹原小学校５年生（１６人）の体
験学習として、生田目嘉穫さん、生田目一江さん（板
庭）を講師に迎え、こんにゃくづくりが行われました。
この日は、５月末に自分たちで学校敷地内に植え、数
日前に収穫したこんにゃく芋の皮むき、水の中で丁寧
にすりおろす作業などをして、玉こんにゃくなどを作
りました。この日出来上がったこんにゃくは、１６日
（土）の授業参観後に１１品の「わが家のこんにゃく料
理」としてバイキング形式で振舞われました。

交通事故死者ゼロ １０００日を達成し表彰される宮田町長㊨

保健推進員の演劇で園児たちは楽しく学ぶことができました

重い神輿を一生懸命担いで町内を練り歩きました

久慈の郷の利用者さんからは大きな拍手が送られました子どもたちが太鼓の音色を響かせます

水の中でこんにゃく芋をすりおろす作業は思った以上に大変でした

　１１月２５日（月）　町は、１１月２３日（土）の午前０
時で交通事故死者ゼロ １０００日を達成し、県南地方
交通対策協議会長の安達豪希県南地方振興局長から、
塙町交通対策協議会長の宮田秀利町長に表彰状が贈呈
されました。宮田町長は「町民の皆さんや関係団体の
尽力で無事に達成することができました。今後も交通
事故の防止に取り組んでいきたい」とあいさつしまし
た。町では、平成２９年２月２５日に６０代男性が町内
の県道を直進中、道路左側の立木に衝突した事故が発
生したのを最後に交通死亡事故が発生していません。

交通事故死者ゼロ １０００日達成
―福島県交通対策協議会から表彰状―

感謝状を受賞した倉橋一男さん㊨

長年の功績が評価
―倉橋一男さんが統計調査員感謝状を受賞―

　１１月１５日（金）　塙町統計調査員協議会の会長を
務める倉橋一男さん（西河内）が、経済産業省所管統
計調査功労統計調査員感謝状を受賞し、宮田町長から
感謝状が伝達されました。倉橋さんは、平成２０年か
ら統計調査員として各種調査にご協力いただいてい
て、経済産業省が所管する工業統計調査の調査員を７
回務められるなど、これまでの功績が評価され、感謝
状が贈呈されました。倉橋さんは「身に余る光栄。自
分一人ではなく、皆さんと一緒にやってきた結果です。
これを励みに、今後も一生懸命やっていきたい」と受
賞の感想を述べました。
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福島県最低賃金が
令和元年１０月１日から変わりました ■永田　ミチ　様　

　10 万円

　（台風 19 号風水害見舞いとして）

■箏和会　様　

　２万円（イベントの御礼）

■㈱カンスイ　様　

　ソリューションウォーター 20ℓ×10 箱

　（台風 19 号による浸水家屋の除菌）

■㈱レオ・コーポレーション　様　

　100 万円（まち振興のため）

心温まる善意に感謝（10･11月分）

円
　福島県最低賃金は、常用、臨時、パートタ

イマー、アルバイトなどの名称に関わらず、

福島県内すべての労働者に適用され、使用者

はその金額以上を支払わなければなりません。

詳しくは、下記までお問い合わせください。

■問い合わせ

　福島労働局労働基準部賃金室

　☎０２４－５３６－４６０４

７９８時間額

２年連続で順位を上げ、敢闘賞を受賞した塙町チーム

第
31
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

絆
を
つ
な
い
だ
16
区
間
―
。

見
事
に
10
年
ぶ
り
の
敢
闘
賞
受
賞

　

11
月
17
（
日
）、
第
31
回
市
町
村

対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
が
行
わ
れ
、
塙

町
チ
ー
ム
は
、
５
時
間
54
分
59
秒
と

い
う
タ
イ
ム
で
、
総
合
42
位
と
な
り
、

昨
年
よ
り
４
つ
順
位
を
上
げ
、
見
事

に
10
年
ぶ
り
の
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
町
の
部
で
も
20
位
と
な
り
、

昨
年
よ
り
３
つ
順
位
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
塙
町
チ
ー
ム
は
、

大
会
に
向
け
て
日
々
練
習
を
重
ね
、

11
月
１
日
（
金
）
に
チ
ー
ム
結
団
式

を
行
い
ま
し
た
。迎
え
た
本
番
で
は
、

し
ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
福

島
県
庁
前
ま
で
の
16
区
間
、
94
・
８

㌔
を
力
走
し
ま
し
た
。
若
い
メ
ン
バ
ー

で
レ
ー
ス
に
臨
ん
だ
塙
町
チ
ー
ム
。

郷
土
の
誇
り
を
胸
に
選
手
全
員
一
丸

と
な
っ
て
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

に
全
力
で
走
り
抜
き
、
２
年
連
続
で

順
位
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■監　督

　大瀧　貴弘（大栄木材）　
■コーチ

　佐藤　智貴（塙中教員）
　添田　富男（大同化工）
■主将

　大野　　剛（Rumilito）
■支援コーチ

　深谷　昌之（塙中教員）
　佐藤　克哉（塙中教員）
　羽田　友哉（塙町役場）
　菊池　敏幸（エーコー）
■選　手

１区 山口　桃香（塙中１年）
２区 齋藤　理門（石川義塾中１年）
３区 増子　　魁（塙中１年）
４区 鈴木　貴之（東京消防庁）
５区 鈴木　陽人（白河高１年）
６区 羽田　　琢（鶴岡市消防本部）
７区 近藤　　奨（塙中２年）
８区 石川　悠雅（塙中２年）
９区 寺内　　愛（塙中１年）
10 区 添田　陽斗（上武大 1年）
11 区 鈴木　結捺（塙中２年）
12 区 後藤　直樹（塙工高 2年）
13 区 添田　悠翔（塙中 1年）
14 区 舟木　柊太（塙中３年）
15 区 福本かなさ（塙中１年）
16 区 大野　　剛（Rumilito）
選手 佐々木結花（修明高１年）
選手 金澤　優人（塙中３年）
選手 根本　裕矢（塙中３年）
選手 中井　綺人（塙中２年）
選手 藤田　昌也（塙中１年）
選手 鈴木　花奈（塙中３年）
選手 鈴木　萌加（塙中２年）
選手 鈴木　紗華（塙中 1年）

 選⼿たちの頑張りで、２年連続で順位を
上げることができ、敢闘賞を受賞すること
ができました。とてもうれしいです。１６区
間中１０区間で中学⽣が⾛りました。添⽥コー
チが中⼼となって、週２回実施した中⾼⽣
合同練習の成果であり、チームの選⼿たち
はよく頑張って⾛ってくれました。この結果
は、来年以降にもつながるものだと思って
います。来年は、総合で４０位以内を⽬標に
頑張ります。応援ありがとうございました。

選手たちの頑張りに感謝。来年はもっと上へ

塙町チーム

大瀧貴弘監督

塙町チーム紹介（敬称略）

カンスイ様

レオ・コーポレーション様
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初
め
ま
し
て
。
桜
木
町
で
開
業
し
た
自

動
車
整
備
工
場
の
代
表
を
務
め
て
い
る
小

林
貴
俊
と
申
し
ま
す
。
こ
の
随
想
リ
レ
ー

の
場
を
お
借
り
し
て
、
整
備
工
場
を
開
業

す
る
ま
で
の
動
機
と
決
意
を
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

突
然
で
す
が
、
私
は
「
超
」
が
付
く
ほ

ど
の
車
好
き
で
す
。
新
し
い
車
が
手
に

入
っ
た
と
き
は
、
車
内
で
家
同
然
の
よ
う

に
過
ご
し
、
一
週
間
ほ
ど
寝
泊
ま
り
す
る

生
活
を
続
け
て
し
ま
う
く
ら
い
車
が
好
き

で
す
。

　

な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
車
を
好
き
に
な
っ
た

の
か
。
そ
れ
は
、
私
の
父
親
の
影
響
が
と

て
も
大
き
い
で
す
。
私
が
幼
い
こ
ろ
、
父

は
休
日
に
な
る
と
、
よ
く
秘
密
の
ガ
レ
ー

ジ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
、
父
が
集
め
た
古
い
車
や
バ
イ
ク
が

所
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
乗

れ
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
古
び
た
物

た
ち
が
、
父
の
手
に
か
か
る
と
息
を
吹
き

返
し
、
静
か
に
鼓
動
を
刻
み
始
め
る
の
で

す
。
私
は
、
と
て
も
興
奮
し
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
父
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
車

や
バ
イ
ク
を
直
す
こ
と
が
日
課
と
な
り
、

い
つ
し
か
整
備
士
に
な
る
こ
と
を
心
に
決

め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
そ
の
目
標
を

目
指
し
、
資
格
を
取
得
す
る
た
め
専
門
学

校
に
通
い
、
卒
業
後
は
自
分
の
お
店
を
開

く
た
め
、
東
京
・
神
奈
川
近
辺
の
有
名
な

自
動
車
整
備
工
場
を
巡
り
、
７
年
間
修
業

に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
友
達
の
紹
介
で
今
の
妻
と

出
会
い
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
好
き
と
い
う
共

通
点
も
あ
り
、
よ
く
カ
フ
ェ
巡
り
を
し
な

が
ら
何
と
な
く
話
し
て
い
た
「
整
備
中
に

カ
フ
ェ
で
待
て
た
ら
い
い
ね
」
と
い
う
話

が
二
人
の
夢
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
つ
い
に
、
僕
た
ち
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
の
始
ま
り
で
す
。
こ
ん
な
車
の
こ

と
し
か
頭
に
な
い
私
で
す
が
、
車
の
こ

と
で
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
な
ん
で
も

「G
o
o
d
 F

a
cto

ry

」
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

最
後
は
お
店
の
宣
伝
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
次
回
は
青
砥
由
樹
さ
ん
（
桜
木
町
）
で
す
】

「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」

小
こばやし

林 貴
たかとし

俊さん（桜木町）

職　　　業：自動車整備、販売、鈑金、車検
趣　　　味：ドライブ、自動車修理
好きな言葉：あきらめるな！！

お待ちかね！　　　
　あなたの出番です。

随
想
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Kobayashi Takatoshi



▲町民の部 最優秀賞「はなわ探検隊！特産の
ダリアでふくしまの元気を PR ！」
（吉本まほろさん）

▲一般の部 最優秀賞「プリセン集合」（岡本恵美子さん）

▲町民の部 審査員特別賞
「青空とダリア」（鈴木美香さん）

▲一般の部 審査員特別賞
「洛園」（小島守男さん）

■
県
内
外
か
ら
４
１
３
点
の
応
募

　

は
な
わ
の
ダ
リ
ア
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
の
審
査
会
が
、
11
月
１

日（
金
）に
塙
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
作

品
は
、
町
内
外
の
１
４
９
人
か

ら
、
合
計
４
１
３
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
宮
田
秀
利
塙
町

観
光
協
会
会
長
（
町
長
）
を
は

じ
め
、
８
人
の
審
査
員
が
厳
正

な
審
査
を
し
た
結
果
、
上
記
の

作
品
な
ど
が
各
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
一
般
の
部
の
受
賞
作
品

は
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
、
町
民

の
部
の
受
賞
作
品
は
塙
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
に
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■最優秀賞　岡本恵美子さん（白河市）

■審査員特別賞　小島　守男さん（郡山市）

■優 秀 賞　大高　芳典さん（茨城県大子町）

　　　　　　近藤　広章さん（白河市）

　　　　　　佐藤　浩之さん（須賀川市）

　　　　　　根本　郁子さん（いわき市）

　　　　　　矢部　美保さん（須賀川市）

　　　　　　その他入選 10 点

■最優秀賞　吉本まほろさん（常世北野）

■審査員特別賞　鈴木　美香さん（伊香）

■優 秀 賞　豊田　洋子さん（矢祭町）

　　　　　　小林　睦美さん（台宿）

　　　　　　藤江　惇暉さん（川上）

その他入選 10 点

【一般の部（応募３２０点）】

【町民の部（応募９３点）】

広報はなわをスマートフォンへ配信中

android 用

ios 用

▼
今
月
号
は
、
第
30
回
を
迎
え
た
町
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
「
塙
町
産
業
祭
」
な
ど
に
つ

い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
イ

ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
子
ど
も
た
ち

の
発
表
や
、
初
開
催
と
な
っ
た
「
Ｓ
―
１

グ
ラ
ン
プ
リ
」、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
あ
か

つ
さ
ん
の
登
場
に
名
物
イ
ベ
ン
ト
「
水
上

俵
引
き
競
争
」
な
ど
皆
さ
ん
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
三
角
形
の
道
の
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト

「
ポ
タ
リ
ン
グ
は
な
わ
」
や
昨
年
に
引
き

続
き
開
催
と
な
っ
た
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
は

な
わ
」
で
は
、
多
く
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
は

も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

で
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
も
参
加
者
の
清
々
し
い
姿
を
見

て
、
自
転
車
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
　
　
　
　

（
松
）

　

編

集

後

記
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　町　　県　　民　　税　　４期
　国 民 健 康 保 険 税　　６期
　後期高齢者医療保険料　　５期
　介　護　保　険　料　　６期
　納　期　限　　12月25日（水）
◆口座振替日は12月25日（水）です。

12月８日（日）
深 谷 クリニック
☎３３―３２２３ 12月30日（月）

木 村 医 院
☎４６―３５２８

12月15日（日）
車 田 病 院
☎４３―１０１９ 12月31日（火）

あらまちクリニック
☎３３― ８０１８

12月22日（日）
おおひら整形外科クリニック
☎３３―９４６８ 1月1日（水）

つちやクリニック
☎４３―２２５０

12月29日（日）
塙 厚 生 病 院
☎４３―１１４５ 1月２日（木）

東 館 診 療 所
☎４６― ２３１２

■ホームページ　http://www.town.hanawa.fukushima.jp/
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　男性 4,275人（± 0）　世帯数 3,275世帯（± 0）
　女性 4,360人（－ 8）　　　（　）内は前月比

　※広報はなわの「町の人口」は、住民基本台帳
　　の人口、世帯数を掲載しています。

２
０
１
９
は
な
わ
の
ダ
リ
ア
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

岡
本
恵
美
子
さ
ん
（
白
河
市
）
が

一
般
の
部
最
優
秀
賞
受
賞

●休日の当番医 ●今月の納税など

●町の人口　８，６３５人（11月１日現在）


